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南アフリカ沖ナタルバレー及びモザンビークリッジにおける地磁気３成
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Vector magnetic anomalies in the Natal Valley and the Mozambique
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ゴンドワナ大陸の分裂は過去約２億年の間では南半球における重要な地質学的イベントであり、
南大洋における地球物理学的観測を用いた海底拡大史の解明は初期ゴンドワナ大陸分裂の過程を
明らかにするための鍵となるものである。しかしながら、その詳細は未だ明らかにされておら
ず、特に地磁気異常データに関しては地磁気縞模様を明らかにするための充分なデータが得られ
ていない。
2009年4月9日から6月1日にかけて行われた観測船PelagiaによるAISTEK-IIIプロジェクトにおい
て、南アフリカ沖ナタルバレー及びモザンビークリッジでの系統的な船上地磁気３成分の観測を
行った。本航海では南ナタルバレー側で測線間隔36km、北ナタルバレー側では測線間隔18kmで
南北方向のデータを取得し、更に北ナタルバレーでは測線間隔36kmで東西方向にもデータを取
得した。南ナタルバレーでは、３成分の値より計算された全磁力プロファイルからは地磁気縞模
様に由来すると思われる明確な地磁気異常シグナルは今のところ明らかではない。また、北ナタ
ルバレーでは地磁気異常の明瞭なシグナルが見えるがそのパターンは複雑である。本講演ではナ
タルバレー及びモザンビークリッジでの３成分地磁気異常の特徴について紹介し、この海域での
海底拡大史について議論する。

キーワード:地磁気３成分異常,地磁気異常縞模様,ゴンドワナ,大陸分裂,南アフリカ沖

Keywords: vector magnetic anomalies, magnetic anomaly lineations, Gondwana, continental breakup,
off South Africa


